青風荘　症例検討用　フェイスシート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　浜飯　政昭　　様　　　男・女　　　　１９４４年　６月２２日生（６２歳）

	
	〒　　　　　住　所　　上北郡六ヶ所村大字泊字村ノ内一番地　　　　電話

現住所　　八戸市田面木赤坂35-9　青風荘　　　　

	
	病　　名
	　精神分裂病
	合　併　症
	慢性膵炎、胆管狭窄、糖尿病

	
	発症時期
	S　43年　８月頃（24歳時）
	罹 患 期 間
	約　38年2ヶ月　

	
	入院回数
	　　　８　回
	延べ入院年数
	　約　26年　8ヶ月


	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　）
	外来受診日
	土曜日（２週　１　回）

	医療区分
	　国・保　（　　　）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（級）

	年　　金
	有・無　（船員基礎障害年金　２級、月額　８.６　万円　）　重度医療（　）

	 入所年月日
	Ｈ１４年１０月１０日
	身　長
	154.4ｃｍ
	体重
	

	最終学歴
	　定時制高校
	免許・資格
	

	職　歴
	ミシン会社、船員、出稼ぎ

	長期目標

· モラルの再習得

· 生活スキル全般に於いての低下防止

	入院・治療歴

①S43.8～11、②S44.4～S45.4、③S45.11～S46.8、④S46.11～S47.9、⑤S48.1～S48.5、⑥S48.10～H1.10

⑦H1.10～H8.8（いずれも松平病院・入院）

⑧H9.7～青南病院・外来

（合併症）

　・H14.7～10.10　胆嚢結石（慢性膵炎）にて日赤病院・入院

　・Ｈ17.4.25～4.30　胆管狭窄（慢性膵炎・糖尿病）にて日赤入院（膵管ステント挿入）

　・Ｈ17.6.21～7.8　胆管狭窄（慢性膵炎・糖尿病）にて日赤入院（膵管ステント再挿入）

	生活歴

昭和１９年、同胞７名の第４子として出生（２名死亡）泊小・中学校を優秀な成績で卒業、青森にて定時制高校に通いながらミシン会社に勤める。１年半後、映画の影響を受け「何かしたい」と仕事を辞めて実家に戻り、漁師をしたり出稼ぎをしたりしてお金を貯め、昭和４０年頃家を建てる。その家が火事で全焼し、その頃母親が直腸がんと分かりショックを受け家に戻らなくなる。その間に八戸に住み出稼ぎも行っていた。昭和４３年８月、久しぶりに帰宅した際奇行あり、姉弟に付き添われ松平病院に入院となる。その後、Ｈ８年まで松平病院に入退院を繰り返し、Ｈ８年１１月に三沢聖心会病院に入院し、Ｈ９年７月に退院後は入院歴なし。Ｈ９年７月に三沢聖心会病院からの紹介にて青山荘入所。３年の生活訓練を終えてＨ12年８月にグループホームあおばへ入居するも、偏食や夜間の睡眠調整が出来ない等生活の乱れが見られていた。Ｈ14年７月、胆嚢結石（慢性膵炎）にて日赤病院入院、退院後はグループホームでの生活が困難という事で、Ｈ14年10月に青風荘へ入所～現在に至る。

	家族構成

　　　

　　　　　　　　　　　　　目代様



　　　　　　　　　　　　　本人

　　　　　　　　　　　　　修二様(保護者)
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

・結婚歴は無く、兄弟の所在がわかっているのは、保護者である弟と第二連絡先である姉の二人だけである。
・六ヶ所在住の弟が保証人になっているが疎遠な関係であり、経済面での援助も渋っている。

・第二連絡先の姉も六ヶ所在住だが、本人との連絡は全く取れていない。


①処遇検討症例（浜飯　政昭様）

平成　18年10月16日（月）

	氏　名
	浜飯　政昭　様
	男・女
	生年月日
	　1944年　4月　22日（　62歳）


	問題点
	介入方法

	①水の多量摂取により体調を崩すことがある。
　（日赤定期受診にて電解質異常の指摘あり）
	・１日の摂取量２リットルを目安にし、オーバー摂取分を少しずつ減らしていくよう根気よく指導していく。（ペットボトルなど、決められた容器からの飲水を促していく。）（実際の摂取量は把握できていない）

	②糖尿病による食事制限・おやつ制限により盗食（他者の下膳されたお膳から残したやおかずなどを取って食べる）他者に食べ物をせびったりする。
	・お金は施設内金庫に預け、必要なものを買う時だけ付き添い・或いは代行して購入している。

・カロリーゼロ或いは低カロリーな食品の購入で、少しでも本人の満足感が得られるようおやつ等の調整を図る。



	③胆管狭窄（総胆管炎・糖尿病）にて胆管チューブ挿入中。糖尿食（20単位）
	・日赤外来を受診し定期的に検査を行なっている。内科薬も服薬中。

・病状悪化時の症状を把握して、本人の体調把握に努める。異常時は早期に日赤外来受診する。　


	これまでの経過（前回評価日　Ｈ18年　4月　10日）

	デイナイトケアへは拒否無く通所しています。ただ、プログラムへはその時々の気分により参加したり参加しなかったりを繰り返しています。荘内ではテレビを観る以外は何をするでもなく居眠りして過ごし、特に夜２２時前後には殆どホールで眠り込んでいる状態で、再三就床を促すも何をするでもなく２３時ぎりぎりまでホールに居て、部屋へ戻ってからは床に座り込んで眠っているといった奇行が見られています。入浴は本人の気分によって入ったり入らなかったりする事があったため厳しく指導し、最近は定期的に入浴できています。また、時々洗面所で下半身を露出して清拭をしたり、服装も屋内で過ごすのにそぐわない格好（デイナイトより帰ってきても着替える事が無く、ジャンパーを着たままとか、帽子をかぶったままの格好で居る等、再三指導を要しています。飲水に関しては未だ再三の指導を受けていますが、日赤病院Ｄｒより注意を受けてから少しは減っている感じです。（ペットボトルを使って飲水量測定を行なったが、ペットボトル以外からも飲水してしまうため正確な量が把握できない。おおよそ３リットル以上は飲んでいた。）現在、日赤消化器科２ヶ月に１回受診しているが、10/6受診・検査にて肝機能低下の指摘有り。11/10受診予定




プラン計画者　氏名：　秋山欣也　　　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H18年10月23日　（月）　青山荘地域交流活動室







